
TOWANOWAが生み出す提供価値

企画・設計 材料開発・調達 販売・使用生産・物流 回収・リサイクル

· Tyre Lifetime Simulation 
⇒タイヤ生涯性能設計

· センシングコア取得データ 
⇒タイヤ長寿命設計
· モデルベース開発（MBD）、設計AI 

⇒タイヤ軽量化・低燃費化の設計

· ADVANCED 4D NANO 
DESIGN 
⇒高機能な材料設計

· Tyre Leap AI Analysis 
⇒ゴムの性能劣化予測

· WAVEBASE 
（クラウドプラットフォーム） 
⇒材料開発の高速化

· センシングコア
· タイヤ空気圧センサー（TPMS）
· 非接触無線タグ（RFID） 

⇒ データを活用したビジネスモデル
構築

· Tyre Manufacturing 
Simulation 
⇒開発段階での品質精度を向上

· AI・IoTプラットフォーム 
⇒設備予知保全、省エネルギー

· デジタルデータ基盤 
⇒需給予測の高度化

· センシングコア
· タイヤ空気圧センサー（TPMS）
· 非接触無線タグ（RFID） 

⇒ タイヤ使用状況の把握・材料情報
の管理

· SMART TYRE CONCEPT技術
の進化 
⇒ 省資源・性能持続性・安全性の 

向上

· サステナブル原材料の採用促進と
高機能化
· 天然ゴム改質による性能向上と 
生産性改善

· メンテナンスサービスの提案
· 多様なニーズに対応した 
タイヤの提案
· 高い安全性技術を搭載した 
タイヤの提案 
⇒アクティブトレッド技術搭載タイヤ

· タイヤ品質向上と開発効率化
· タイヤ生産時のCO2抑制
· タイヤ生産および供給ロス削減

· 良質なリトレッド台タイヤの 
回収推進 
⇒複数回のリトレッドを実現
· 役目を終えたタイヤの回収推進 

⇒ サステナブル原材料としての再生
利用

· 高機能化×資源の有効活用 
◯軽量化 
◯低燃費 
◯ロングライフ

· 2027年目標（2019年対比） 
◯タイヤ重量 20%軽量化 
◯転がり抵抗 30%低減

⇒次世代EVタイヤ2027年発表予定

· 資源循環の促進とCO2削減 
◯サステナブル原材料の採用 
◯天然ゴムの調達持続性

· サステナブル原材料比率目標 
◯2030年：40% 
◯2050年：100%

· タイヤ適正管理サービスの提供 
◯タイヤ空気圧管理 
◯車輪脱落の予兆検知 
◯摩耗状態の検知

· お客様に最適なタイヤの提案 
◯省燃費／省電費 
◯ロングライフ 
◯安全性の向上

· Just In Time供給の実現 
◯タイヤ鮮度管理効率化 
◯在庫滞留抑制 
◯物流効率化

· 2030年目標（2021年対比） 
◯輸送時CO2を10%削減 
◯国内モーダルシフト率30%

· LTリトレッドタイヤの推進 
◯ラストワンマイルに貢献 
◯省資源化／コスト低減

· ELT(End-of-Life Tires)の活用 
◯タイヤ原材料として使用 
◯サーキュラーエコノミーの実現

バリューチェーンの各プロセスで得られるデータを連携・活用し、新たな価値を提供するオレンジ色の『データリング』、モノの
流れを各プロセスで繋げて循環させ、資源の無駄を排除し、サーキュラーエコノミーの実現を目指す青色の『サステナブルリン
グ』、2つの輪を融合することで、新たな価値を生み出す循環型ビジネス（サーキュラーエコノミー）構想がTOWANOWAです。

提供価値

サステナブル原材料比率
100％タイヤを実現

バイオマス原材料 リサイクル原材料

ガス 分解油 炭化物

2050年
100％

（リトレッドタイヤ）

（ELTの活用）

データリング

サステナブルリング

アクティブトレッド 
技術搭載次世代タイヤ 

（2024年商品化）
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住友ゴムグループのESG経営
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